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局所的建築が持つ根源的構築プロセスの再考
A ROUTE OF THE SEA FOG
RECONSIDERATION OF PRIMITIVE CONSTRUCTION PROCESS WHICH THE LOCALITY ARCHITECTURES HAS
山野友嵩
Tomotaka YAMANO
主査　下吹越武人　　　副査　網野禎昭　・富永譲　
　局所的建築とは都市部のような人口の集中する地域を中心に、
多数派の概念である一般解がイデオロギーとして確立される社
会において、単純な要素、あるいは単一の圧倒的な条件下等の
特殊な条件下で構築される建築である。一般解がその時代の表
面化した主要な社会問題に対応し、その時代において汎用性を
有するものであるのに対し、特殊解とは、社会の潮流から一定
の距離をおいていることでシンプルで極めて根源的な問題に対
峙するという特徴がある。それは過酷な自然環境下や社会状況
下において人々がどのように暮らし、どのように生きていくか
という普遍的な問題に直面し、その解答が求められる。そこで
局所的建築を再考することで、近代主義以降の既存の概念では
処理し切れない問題に対して新たなきっかけとなる提案を行う。
　本研究は都市部における建築物の構築プロセスへの批判から、
局所的条件下において建築的空間の健全な構築プロセスを示し、
特殊な条件に再評価を与え再解釈をすることで、一般解とは異
なる価値体系の発見を目的とする。
　近代から現代にかけて都市部における建築の多くは、経済性
や合理性といった概念が、設計段階において極めて重要な要素
として考えられ、そこに利便性や平等性といった概念も加わる
ことで、画一的で汎用性のある建築が社会的に求められる傾向
にある。しかし、建築は社会というより大きな共同体の中で思
考される以前に、現代の潮流とは違った概念の基に思考されて
きた。そもそも根源的な建築的空間とはジョセフ・リクワート
の「発見された洞窟」と「つくられたテント」という言葉が示
すように、雨風や外敵から身を守るための強固で閉鎖的な洞窟
的空間と光や風を調節し、人間が自らの技術によって場所を創
出した小屋的空間の二つの概念によって構築されてきた。また、
現代のように人工的な環境調整装置のない時代においては、地
球上のそれぞれの場所で異なる環境状態から、いかにして快適
な場所をつくりだすかということが一般解としてではなく、特
殊解として考えられてきた。そこで本設計では、局所的建築が
持つ根源的な構築プロセスを再考することで、近代主義以降の
既存の概念では処理し切れない問題に対して新たなきっかけと
なる提案を行う。
　研究の契機となったのは現代における建築に対する違和感で
ある。まず時代の潮流である一般解が持つ汎用性ではなく、特
殊解が持つ普遍性に着目し、基礎研究として建築行為に関わる
「場所」、「空間」について考察した。さらに根源的な建築空間と
して「ステレオトミック」と「テクトニック」の二つの概念を
用いて、それらが最も顕著に現象する局所的条件下において設
計する際の、基盤となるテーマを示す。
　北海道根室市にある落石岬を対象敷地とし、局所的条件下で
の新たな暮らし方の提案を行う。その際に局所的条件として、「凍
結線」、「冷たい海風」、「海霧」、「痕跡」、「湿地」、「指標」など
の言葉をキーワードに設計を進める。
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
0. はじめに
〈研究目的〉
2. 設計方針
1. 基礎研究
〈 対象敷地 〉
A particular solution has feature which is to confront simple and the extremely primitive problem by being 
distance from main stream. It confronts universal problem that whether how we live or alive under the 
severity natures or social conditions. And, it is required the answer.Therefore, I propose the new occasion 
against problems which we can’t deal with existing concept after modernism to reconsider a locality 
architecture.
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　落石岬は高さ約 50m の海食崖に囲まれた平坦な台地で、約
61ha の岬の中心部にはアカエゾマツの純林がある高層湿原があ
り、独特の景観を見せている。その外縁をとり囲むように草原
があり、北方系、高山植物をはじめ数多くの草花が咲く場所で
ある。高層湿原とは水源が河川や地下水ではない湿原のことで、
特徴あるその植生からミズゴケ湿原ともいわれる。湿原は雪解
け水や雨、そして夏に毎日のように発生する海霧を源として成
り立っている。 
　手がかりの少ない中で落石岬での局所的条件から導き出され
る要素を抽出し、岬の持つポテンシャルを生かすことで周辺住
民の生活と連続した場所として位置づけられるものとし、また
他地域との交流も促すここにしかない体験のできる場所として、
岬の上に建築を付加する。
　設計では建築的空間にとって根源的な構築概念である「量塊」
と「架構」の二つの基に、敷地に存在する斜面と台地上に設計
を行いダイアグラム、図面、パースを用いて詳細を示す。
― 断面的思考 ―
― 配置計画 ―
　前述したキーワードの「凍結線」、「冷たい海風」、「湿地」を基に、
局所的条件ならではの断面的思考から構築のプロセスを示す。
　配置計画では前述したキーワードの「海霧」、「痕跡」、「指標」
を基に、少ない手がかりから要素を抽出し設計を進める。夏場に
海霧が発生するこの地域では視界が数メートルになることもある
ため物理的な道しるべと、さらに人々が暮らすエリアと豊かな自
然の残る岬を繋ぐ象徴的指標として線状に連続する「壁」のよう
な建築リニアに配置していく。
【 落石岬 】
〈 構想 〉
〈 敷地周辺写真 〉
3. 設計
〈 構築プロセス 〉
・街との距離感　
・番屋とコンブ干し場　
・微かに残る通り道
・ゲートによる街と岬の境界　
・無線局とかつての街区　
・方位と風向き
特殊な地形と海霧が育む豊かな生態系
量塊
・半地下の居住空間
・地熱による熱環境の安定した内部
架構
・地上に這うように顔を出す架構
・内部に光を供給、外部との繋がり
プログラムは、こどもの滞在施設、
研究・制作の拠点施設、宿泊施設、
大きく分けて三つの施設を提案す
る。それらに加え、制作物を展示す
るギャラリーや風景を鑑賞する空
間、物見台、レストラン等を設ける。
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3 ) 『驚異の工匠たち』　バーナード・ルドルフスキー著
4 ) 『集落の教え 100』　原広司著
5 ) 『山岳・雪氷・建築』　吉阪隆正著
6 ) 『テクトニック・カルチャー　19-20 世紀建築の構法の詩学』　ケネス・
フランプトン著
7 ) 『アルベルト・カンポ・バエザ　光の建築』　アルベルト・カンポ・バエ
ザ
8 ) Charles Moore　チャールズ・ムーア著
9 ) 『人間と空間』　オットー・フリードリッヒ・ボルノウ著
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11 ) 『北海道の湿原』　辻井達一・橘ヒサ子編著
　本研究・設計を進めるにあたり、下吹越武人教授には多くの
時間を割いて頂き、御指導下さったことを深く感謝申し上げま
す。また副査として指導を頂いた網野禎昭教授、並びに富永譲
教授、修士設計スタジオで御指導下さった坂本一成先生にも大
変貴重な時間を経験させて頂いたことに深く感謝申し上げます。
そして、修士設計を行うにあたり貴重な意見をくれた研究室の
仲間と模型制作等協力して頂いた後輩達にも大変感謝しており
ます。本当に有り難うございました。
　この落石岬での特殊解をもって局所的建築のもつ魅力と可能
性を示し、一見不利な条件や過酷な条件でありながらそこでし
かない体験と与条件を再解釈することで快適に暮らし、豊かな
生活を営むことが出来ることを提示する。また、現代の建築に
失われた概念を取り戻す何らかのきっかけとなることを示唆す
る。
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